
市
環
境
課
は
今
年
、
粗
大
ゴ

ミ
の
回
収
を
各
地
区
で
実
施
し

て
お
り
、
井
原
町
が
五
番
目
。

当
日
は
午
前
七
時
に
自
治
会

役
員
ら
約
40
人
が
井
原
小
学
校

へ
集
合
。
車
両
誘
導
や
ゴ
ミ
分

類
に
つ
い
て
事
前
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
八
時
か
ら
搬
入
を

受
け
入
れ
た
。

井
原
駅
前
大
通
り
東
側
の
倉

掛
地
内
の
歩
道
約
４
３
０
ｍ
区

間
で
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
現
在
、
側
溝
の
修
復
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

片
側
対
面
通
行
と
な
っ
て
い

る
こ
の
辺
り
は
普
段
か
ら
通
行

量
が
多
く
、
六
世
帯
が
歩
道
に

面
し
て
お
り
、
警
備
員
が
車
両

や
通
行
人
の
誘
導
に
あ
た
る
な

ど
、
安
全
確
保
に
注
意
が
払
わ

れ
て
い
る
。

工
事
完
了
は
来
年
三
月
末
の

予
定
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
側
面

と
一
体
化
し
、
井
原
駅
か
ら
バ

ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
歩
道
整
備

は
、
Ｊ
Ａ
岡
山
西
総
合
支
店
の

西
側
を
含
め
、
す
べ
て
終
わ
る

こ
と
に
な
る
。

市
建
設
課
の
担
当
者
は
「
周

辺
の
皆
様
や
事
業
所
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま

す
。
し
ば
ら
く
の
ご
辛
抱
を
」

と
理
解
を
求
め
て
い
る
。

の
天
候
が
悪
か
っ
た
た
め
急
遽

変
更
し
、
十
一
～
十
二
日
の
二

日
間
と
し
た
。

団
員
と
育
成
会
員
は
拍
子
木

を
打
ち
な
が
ら
「
サ
ン
マ
焼
い

て
も
家
焼
く
な
」
「
子
供
の
火

遊
び
火
事
の
も
と
」
な
ど
と
、

大
き
な
声
で
防
火
を
呼
び
掛
け

た
。
（
２
面
に
写
真
）

倉
掛
少
年
団
の
夜
警
活
動
は

昭
和
六
十
一
年
か
ら
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
。
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市環境課

住
民
ら
は
古
い
自
転
車
や
家

電
製
品
な
ど
、
処
分
に
困
っ
て

い
た
物
を
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車

に
載
せ
て
続
々
と
持
参
。
指
定

の
22
品
目
以
外
は
井
笠
広
域
資

源
化
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
手

続
き
を
取
っ
た
。

古
い
自
転
車
な
ど
を
持
参
し

た
倉
掛
18

３
組
の
梶
谷
昌
弘

さ
ん
は
「
お
陰
で
家
の
中
が
す

っ
き
り
し
た
」
。
倉
掛
自
治
連

合
会
の
川
相
弘
光
環
境
衛
生
部

長
は
「
約
二
時
間
で
こ
れ
だ
け

の
量
が
持
ち
込
ま
れ
る
と
は

‥
」
と
驚
い
て
い
た
。

分
類
不
明
な
物
は
市
職
員
や
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

聞
く
な
ど
の
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、
担
当
自

治
会
役
員
も
て
ん
や
わ
ん
や

消
防
団
員
の
定
数
確
保
な
ど

が
困
難
と
し
て
、
部
の
統
廃
合

を
検
討
し
て
い
た
井
原
分
団

（
猪
原
貫
誠
分
団
長
）
が
、
来

年
度
か
ら
４
部
体
制
に
移
行
す

る
こ
と
を
十
月
、
決
定
し
た
。

長
年
、
７
部
制
が
定
着
し
て

い
た
だ
け
に
影
響
も
あ
り
、
部

に
よ
っ
て
は
地
域
性
を
考
慮
し

た
機
庫
建
設
構
想
や
、
消
防
ポ

ン
プ
車
の
入
れ
替
え
計
画
も
浮

上
し
て
い
る
。
倉
掛
と
夏
目
を

管
轄
す
る
第
５
部
は
３
部
に
な

る
も
の
の
、
差
し
迫
っ
た
変
更

は
無
い
。

猪
原
分
団
長
に
よ
る
と
「
統

合
に
関
係
す
る
各
自
治
会
と
協

議
を
重
ね
、
現
況
を
ご
理
解
を

頂
い
た
。
分
団
は
一
市
二
町
合

併
と
の
関
連
性
も
あ
る
。
団
員

確
保
の
問
題
を
含
め
、
住
民
各

位
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

九
月
に
立
ち
上
げ
た
地
域
の

福
祉
活
動
組
織”

サ
ロ
ン
あ
す

は
”
の
二
回
目
の
開
催
に
つ
い

て
、
同
サ
ロ
ン
の
川
相
肇
代
表

は
「
確
定
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
来
年
二
月
頃
に
開
く
の

が
望
ま
し
い
の
で
は
」
と
の
意

向
を
示
し
て
い
る
。

他
地
区
に
お
け
る
サ
ロ
ン
の

活
動
状
況
は
ま
ち
ま
ち
で
、
理

想
と
さ
れ
る
形
式
は
無
い
。
会

員
の
一
人
は
「
初
め
か
ら
高
い

レ
ベ
ル
を
目
指
す
と
先
で
負
担

を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
楽
し

い
茶
話
会
を
開
い
て
い
る
う
ち

に
意
義
深
い
事
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
な
い
…
」
と
、
話
し
て

い
る
。

サ
ロ
ン
あ
す
は

倉
掛
少
年
団

夜

警

活

動

井原駅前通り東側歩道工事

完工は来春の予定

団
員
確
保
つ
い
に
限
界

合 併 後 の 井 原 分 団

井原分団

〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 大 坪 正 広

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第５部

「ぼっけー量じゃなー」 井
原
町
内
の
世
帯
を
対
象
と
し
た
大
型
不
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
の

回
収
が
井
原
小
学
校
運
動
場
で
十
一
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、

多
く
の
住
民
が
不
用
品
を
持
ち
込
ん
だ
。

新定数 備 考

本部 １０

１部 ２０ 現行の１・２部統合

２部 ２０ 現行の３・４部統合

３部 ２０ 現行の５部 (倉夏)

４部 ３０ 現行の６・７部統合

合計 １００ ※ 現行は１１７名

（１）

十
一
月
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
倉
掛
少
年
団
の
夜
警
広

報
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

今
年
は
予
定
し
て
い
た
九
日

猪原貫誠分団長



井
原
町
秋
祭
り
が
十
月
二

十
七
日
に
執
り
行
わ
れ
、
午

前
中
は
倉
掛
少
年
団
及
び
同
育

成
会
の
子
供
み
こ
し
と
第
５
部

消
防
団
関
係

者
の
千
歳
楽

が

繰

り

出

し
、
倉
掛
地

内
を
細
か
く

練

り

歩

い

た
。今

年
も
40

～
60
代
の
男

性
十
人
が
鬼

や
大
黒
様
な

ど
に
扮
し
て

子
供
み
こ
し

一
行
に
加
わ

り
、
祭
り
の

雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
た
。

倉
掛
少
年

団
の
六
年
西
山
光
君
は
「
午
後

か
ら
は
鬼
の
小
大
将
に
も
な

れ
、
楽
し
か
っ
た
」
。
育
成
会

の
佐
能
敏
政
会
長
は
「
皆
様
方

の
心
温
ま
る
ご
声
援
の
お
か
げ

で
す
」
と
、
地
域
住
民
の
支
援

に
感
謝
し
て
い
た
。

午
後
か
ら
の
市
制
五
十
周
年

記
念
事
業
「
井
原
鬼
祭
り
」

（
井
原
公
民
館
主
催
）
に
は
、

倉
掛
の
二
十
人
が
鬼
に
な
っ
て

向
町
公
民
館
前
で
の
出
発
式
に

臨
み
、
異
色
の
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
に
加
わ
っ
た
。

大
き
な
鬼
の
絵
ぶ
た
や
、
井

原
町
内
か
ら
集
結
し
た
百
五
十

人
の
鬼
集
団
に
沿
道
の
人
々
も

び
っ
く
り
。
「
か
つ
て
の
鬼
祭

り
の
様
じ
ゃ
。
賑
や
か
で
え
え

な
あ
」
と
、
笑
顔
を
浮
か
べ
て

い
た
。
中
に
は
「
う
ぉ
ー
」
と

威
嚇
す
る
鬼
に
驚
き
家
へ
逃
げ

込
ん
だ
り
、
怖
さ
か
ら
泣
き
じ

ゃ
く
る
幼
児
の
姿
も
。

一
行
は
中
塚
井
原
警
察
署
長

扮
す
る
素
戔
鳴
尊
を
先
頭
に
、

鏡
太
鼓
を
響
か
せ
な
が
ら
、
向

町
か
ら
郷
社
足
次
山
神
社
ま
で

の
２
・
１
㎞
を
約
一
時
間
半
か

け
て
下
っ
た
。
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12/ 7  倉掛少年団クリスマス会
12/ 7  消防団第５部試運転日
12/ 7  井原後月連合駅伝競走大会

興譲館・報徳・世羅・出雲
工業・沼田など出場予定

12/13  資源の日 古紙・古着等収集
午前７時30分～９時

12/14  全国健康マラソン井原大会
開会式 9:10～ Ｓ10:00～

12/20  自治連合会防犯パトロール
12/21  全国高校駅伝大会（京都市）

興譲館女子チーム出場
12/24  小中学校２学期終業式
12/26  官公庁御用納め
12/28～29 第５部消防団年末夜警
平成16年（2004年)
1/ 1  郷社新年祈願祭（３日まで）
1/ 4  消防５部決算会・３部予算会
1/ 5  官公庁御用始め
1/ 8  小中学校３学期始業式
1/10  資源の日 古紙・古着等収集
1/17  自治連合会防犯パトロール
1/18  井原市消防団出初め式

井
原町自治連合協議会の関係者20人が11月19
日に行政視察を行った。今回訪れた鳥取県

倉吉市は①白壁土蔵群 ②赤瓦 ③緑の彫刻プロ

ムナード ④さわやかトイレなどの積極的なまち
づくりで知られる。初めに倉吉市出身、第53代

横綱琴桜の銅像、続いて天女モザイク壁画を見
学した。市商工観光係長から「昭和63年度グッ
ドトイレ10」で最優秀賞に輝いたさわやかトイ

レについても詳しい説明をうけた。

井
原公民館で11月22日から二日間、学習作品
発表会が開かれた。館内には彫刻や編み

物、パッチワークなどの力作が展示され、谷本
巖井原市長をはじめ、一般見学者多数が訪れ

た。初日には、せん茶やうどんコーナーも設け
られ好評だった。

こ
のところ、小田川の川原に草木が生い茂

り、石ころの見られる割合が減ってきてい
る。住民の間から「生態系に何か変化が生じて
いるのでは」と疑問視する声も。

井
原
町
秋
季
球
技
大
会

倉 掛 ほ っ と 情 報

（２）

井 原 町 秋祭 り

◆ 行 事 予 定 ◆

鮮
や
か
な
黄
金
色
が
映
え
る
郷

社
足
次
山
神
社
境
内
の
銀
杏
。

（
十
一
月
二
十
三
日
撮
影
）

午前中は倉掛地区

午後は井原町内へ

２００３年の秋

倉掛少年団夜警活動 11/11～12

井原中・校内マラソン 11/14

倉掛少年団廃品回収 11/9

井
原
公
民
館
主
催
の
秋
季
球

技
大
会
が
十
一
月
二
日
、
井
原

小
学
校
で
開
か
れ
た
。

倉
掛
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会

は
二
試
合
を
勝
ち
抜
く
な
ど
好

調
だ
っ
た
が
、
得
点
差
で
決
勝

進
出
を
逃
し
惜
し
く
も
４
位
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

は
初
戦
で
強
豪
中
町
と
対
戦
、

惜
し
く
も
敗
れ
た
。

美
景

倉掛

午前中


